
商
工
会
で
あ
る
。
 
 
 

熊
野
商
工
会
ほ
そ
の
名
の
示
す
と
お
り
熊
野
町
の
経
済
の
中
核
休
で
あ
る
商
業
、
 
 

り
、
そ
の
活
躍
は
多
方
面
に
わ
た
つ
て
い
る
。
 
 

臼
 
熊
野
商
工
会
と
熊
野
毛
筆
組
合
の
攣
遷
 
 

L
 
熊
 
野
 
商
 
工
 
会
 
 
 

す
で
に
述
べ
た
よ
う
に
、
毛
筆
業
ほ
そ
の
生
産
形
態
や
発
達
の
過
程
か
ら
み
る
と
個
人
営
業
と
し
て
の
色
彩
が
濃
厚
で
あ
つ
 
 

た
。
そ
れ
は
現
在
に
も
通
じ
る
問
題
を
持
っ
て
い
る
が
、
明
治
か
ら
大
正
に
か
け
て
毛
筆
の
需
要
が
増
加
す
る
に
つ
れ
て
、
個
 
 

人
プ
レ
ー
の
営
業
形
式
ほ
や
⊥
も
す
れ
ば
業
者
の
不
統
一
を
招
く
こ
と
が
あ
り
、
こ
の
意
味
に
於
て
町
と
し
て
も
勧
業
係
を
設
 
 

け
て
、
毛
筆
の
製
造
、
販
売
の
指
導
斡
旋
等
に
乗
り
出
し
て
い
た
。
勿
論
こ
の
間
に
業
者
の
自
覚
的
な
団
体
の
設
立
も
あ
つ
た
 
 

が
、
そ
れ
ら
が
熊
野
町
の
商
工
業
関
係
者
を
網
羅
し
て
大
き
く
結
実
し
た
の
が
、
大
正
十
五
年
十
二
月
四
日
に
発
足
し
た
熊
野
 
 

熊野商工会異職業別分類表  
（昭32，10現在）  

⊥
商
工
会
資
料
に
よ
り
作
製
 
2
．
会
費
ほ
特
別
会
貞
五
〇
〇
円
、
普
通
会
員
二
〇
〇
円
 
 
 

工
業
関
係
者
を
も
つ
て
構
成
さ
れ
て
お
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2
．
熊
野
毛
筆
組
合
の
変
遷
 
 

イ
 
熊
野
毛
筆
商
業
組
合
 
 
 

商
業
組
合
法
の
制
定
に
伴
い
、
昭
和
十
年
本
町
の
毛
筆
業
運
営
の
前
進
を
企
図
し
毛
箪
商
業
組
合
の
設
立
を
見
た
。
毛
筆
の
 
 

製
造
販
売
に
関
す
る
こ
と
は
．
先
に
商
工
会
が
誕
生
し
、
指
導
と
助
言
が
加
え
ら
れ
て
い
た
が
、
湯
川
県
知
事
ら
の
肝
入
り
で
 
 

創
立
の
運
び
に
至
っ
た
の
で
あ
る
。
こ
の
毛
筆
商
業
組
合
が
幾
変
遷
し
て
現
在
の
毛
筆
事
業
協
同
組
合
に
な
る
。
商
業
組
合
の
 
 

事
績
は
大
き
い
が
、
そ
の
第
一
に
数
え
ら
れ
る
の
ほ
原
毛
の
共
同
購
入
で
あ
る
。
従
来
、
原
毛
の
入
手
ほ
大
阪
方
面
の
商
社
を
 
 

通
じ
て
行
わ
れ
て
い
た
が
、
大
蔵
省
の
認
可
を
得
て
支
那
事
琴
勃
発
の
年
で
あ
る
十
二
年
の
末
か
ら
十
三
年
に
か
け
て
中
安
か
 
 

ら
原
毛
を
直
輸
入
す
る
こ
と
に
成
功
し
た
。
ひ
き
続
き
十
五
年
か
ら
ほ
清
洲
か
ら
原
毛
が
入
っ
て
き
た
。
当
時
、
中
支
、
満
 
 

洲
方
面
に
わ
た
つ
て
直
接
そ
の
衝
に
あ
た
つ
た
の
ほ
藤
河
玉
三
民
ら
で
あ
つ
た
。
 
 

年  

昭大  
月   

□  

u  

商  野ま一 野 三毛   立 案  開始弟 賭 猷   簡l腰            商る回 商 消   ＝会 の  三、 コニ 毒至   踊闘   
：工  動指匡‖ 桑≡喝   興 野  
含野省 内 痙   対 萌   
を小違 莞 設   領■ 工   
会  語唄毘 行 を   歌 会   
成（矧  

黎会  
始   道 楷  
め   iこ 成   

踊関  る   棄   事  
り憺  り  
選集  蓮蚕  
定窯  る  

≡十 コニ五 蚕彗 E虞ニニ  

月月  
高立伊井長  

木実額原   

正芸讐東長  

削矧引震   

中
で
も
毛
筆
其
の
振
興
に
尽
く
し
た
功
績
ほ
偉
大
で
あ
り
、
そ
の
事
頴
ほ
一
つ
′
＼
数
え
挙
げ
る
こ
と
ほ
困
経
で
あ
る
が
、
 
 

歴
代
商
工
会
長
と
そ
の
主
な
事
績
を
掲
げ
て
お
き
た
い
。
 
 

瑠
覇
長
 
 

出
発
日
敏
 
 

一
口
金
額
 
 

組
合
良
 
 

熊野商工会現職役員表（順不同）  設
 
立
 
 

名
 
称
 
 

な
お
昭
和
三
十
二
年
現
在
の
役
員
表
ほ
次
の
と
お
り
で
あ
る
。
 
 
 

業  

三・■…  二‡∋き  副 全 長  コ＝： 長  顧 間l  常 任 悶 閃  名 称   

車神  宗中久  井 原  
本  

卓 燕  伊  氏  
正   実  
原  雄  

田  
郎上  

i両  
義  

蓉  人  
立  

士   道  
久  
太  

嵯 光 
郎  

衛  馬  
上   
次  

芸意  内   

南  
曙   名  

「忌  高   
ト安岡  市  
i  

≡久  

戎
本
俊
一
 
 

一
二
六
 
 
 

五
〇
円
 
 
 

五
二
人
 
 

五匹l≡＝一   ヽ ヽ ヽ ヽ ヽ  熊
野
宅
盤
商
業
組
合
 
 

一
〇
年
一
一
一
年
二
重
二
≡
年
 
 

昭
和
十
年
一
月
八
日
 
 
 

鮨  
毛
蟹
事
業
に
必
要
な
物
品
の
協
同
購
入
 
 

宅
笠
の
信
田
保
持
に
必
要
な
対
策
 
 

宅
笠
事
業
の
統
制
 
 

協
同
販
売
 
 

調
査
研
究
 
 

野
一
 
円
 
 
 

一
五
年
一
一
大
年
 
 

〃
 

ク
 
 

八
八
一
二
〇
四
≡
 
 

ク
 
 
ク
 
 

一
≡
一
一
〓
一
 
 

第
二
は
毛
筆
を
軍
部
に
納
入
し
た
こ
と
で
あ
る
。
 
 

こ
れ
も
以
前
は
大
阪
方
面
の
商
人
等
の
あ
た
る
と
こ
 
 

ろ
で
あ
つ
た
が
、
こ
れ
に
か
わ
つ
て
熊
野
筆
が
直
接
 
 

組
合
の
手
を
通
じ
て
行
わ
れ
る
こ
と
に
な
つ
た
の
で
 
 

あ
る
。
こ
1
に
は
昭
和
初
年
に
建
設
さ
れ
た
獣
毛
消
 
 

毒
場
の
活
躍
が
あ
つ
た
。
設
立
当
時
の
出
資
口
数
は
 
 

表
に
示
す
よ
う
に
百
二
十
六
口
で
あ
る
が
、
そ
の
内
 
 

訳
は
次
の
と
お
り
で
あ
る
。
 
 
 

組
合
の
実
績
の
一
例
を
数
字
で
示
す
と
、
設
立
以
 
 

来
五
ケ
月
の
共
同
仕
入
金
額
は
五
千
宵
余
万
円
、
共
 
 

同
販
売
で
ほ
一
千
四
音
円
で
あ
つ
た
。
毛
筆
の
販
売
 
 

な
お
以
下
に
述
べ
よ
 
 

う
と
す
る
熊
野
毛
筆
組
 
 

合
ほ
熊
野
商
工
会
の
一
 
 

つ
の
分
身
で
あ
り
、
毛
 
 

筆
事
業
に
対
す
る
実
行
 
 

機
関
と
し
て
の
役
割
を
 
 

持
っ
て
い
る
と
言
っ
て
 
 

よ
い
。
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業  r≡蓋盟珊芸   
地 区  事  
隈  
野  

昭 和  

野  
闇   

跡   
資  

円  ー 
二日 紆昔   

査窪受  

本
町
を
中
心
と
す
る
毛
筆
製
造
業
者
や
卸
売
業
者
ほ
国
策
に
順
応
す
べ
く
広
島
県
毛
筆
統
制
組
合
を
設
立
し
た
。
そ
の
性
格
は
 
 

戦
時
統
制
で
組
合
と
し
て
は
資
材
、
需
要
、
検
査
の
三
部
を
設
け
て
そ
の
運
営
に
あ
た
つ
た
が
、
戦
争
末
期
の
人
や
資
材
の
不
 
 

足
と
国
民
経
済
一
般
の
苦
悩
ほ
こ
の
組
合
に
も
反
映
し
な
い
で
ほ
い
な
か
つ
た
。
 
 

ハ
 
熊
野
商
工
業
協
同
組
合
 
 
 

敗
戦
と
い
う
大
き
な
痛
手
は
、
国
民
生
活
む
一
時
奈
落
の
底
に
つ
き
落
し
た
と
言
つ
て
よ
い
。
然
し
食
う
こ
と
に
も
困
る
生
 
 

口  

醸＿   数   

至L三三≡  粗 A 員  

出  
j穿  口  ＿＿   ＿．．．一 ／ヽ －  大 力 ヘ＝二＿  思   
金  

額   
四l八＝ 四円   

業
の
内
容
ほ
表
の
と
お
り
で
あ
る
。
 
 

活
を
バ
ッ
ク
と
し
た
学
校
教
育
に
も
、
書
道
教
育
の
必
要
は
恐
ら
く
国
民
一
般
の
声
 
 

で
あ
つ
た
と
思
う
が
、
二
十
二
年
の
新
学
制
の
実
施
と
共
に
、
小
学
校
か
ら
書
道
教
 
 

育
が
姿
を
消
し
た
。
こ
の
年
に
熊
野
商
工
業
協
同
組
合
が
発
足
し
た
。
新
し
い
組
合
 
 

に
は
事
業
経
営
の
合
理
化
、
良
心
的
生
産
の
実
施
、
品
質
の
向
上
等
に
民
主
的
運
営
 
 

の
機
運
が
き
ざ
し
て
き
た
と
こ
ろ
に
、
先
の
統
制
組
合
と
の
相
違
が
見
ら
れ
る
が
、
 
 

こ
1
に
書
道
教
育
不
振
と
い
う
新
し
い
課
題
に
直
面
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
か
つ
た
。
 
 
 

こ
の
対
策
と
し
て
ほ
小
学
校
に
お
け
る
書
道
教
育
の
復
活
に
努
力
す
る
こ
と
、
画
 
 

筆
や
刷
毛
の
生
産
に
留
意
す
る
こ
と
、
輸
出
の
振
興
に
力
を
注
ぐ
こ
と
の
三
つ
で
あ
 
 

ろ
う
が
、
学
校
特
に
小
学
校
に
於
け
る
書
道
の
復
活
に
は
国
民
文
化
向
上
の
立
場
か
 
 

ら
、
そ
の
道
の
有
識
者
や
一
般
の
世
論
を
背
景
と
し
て
、
町
を
挙
げ
て
努
力
し
て
き
 
 

た
。
画
筆
の
生
産
ほ
町
の
新
し
い
課
題
で
あ
つ
た
が
、
こ
の
頃
か
ら
飛
躍
的
に
増
大
 
 

し
て
き
た
。
 
 
 

貿
易
に
つ
い
て
ほ
今
後
の
課
題
で
も
あ
る
が
、
同
じ
く
二
十
二
年
頃
に
ほ
毛
画
筆
 
 

の
輸
出
計
画
、
輸
出
申
請
、
製
品
の
選
定
並
び
に
品
種
の
研
究
改
良
．
価
格
の
審
査
、
 
 

原
料
の
斡
旋
、
製
品
の
集
荷
等
を
事
業
目
的
と
し
て
毛
筆
輸
出
組
合
の
動
き
も
一
部
 
 

熊野毛筆事業協同組合  法
ほ
毎
月
二
十
五
日
ま
で
に
申
込
を
受
け
、
翌
々
月
の
五
日
を
期
限
と
し
て
清
算
し
 
 

仕
入
は
同
じ
く
毎
月
二
十
五
日
に
締
切
り
、
翌
月
十
日
を
目
途
と
し
た
。
 
 

ロ
 
広
島
県
毛
筆
工
業
組
合
 
 
 

工
業
組
合
法
の
制
定
と
と
も
に
広
島
県
毛
筆
工
業
紙
合
が
設
立
さ
れ
た
。
わ
が
国
 
 

が
太
平
洋
戦
争
緒
戦
の
戦
勝
に
湧
い
て
い
た
昭
和
十
七
年
の
こ
と
で
あ
る
。
そ
の
事
 
 

○
 
広
島
県
毛
筆
統
制
組
合
 
 

太
平
洋
戦
争
が
苛
烈
と
な
つ
た
昭
和
十
九
年
、
統
制
組
合
法
の
施
行
と
共
に
、
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l  

四≡＝一一   
十五 

組毛団共  年 
昭和二二 

の営約売 の、   
福技   城  ＿  
利紙上掃＝粥 厚：の安土入  ク八木   

熊野 
五（⊃ 

大玉   
コL   ケ八〝 入   

て金組  
すf憩合   
る擬  
（⊃      〝d〃  ‾‾1     矧  組蔓謂に  ーヒ  五  合等対   

八  一   
員にす   

1  

する室渠  
〃・ク ヽ ク    に対る 対す轟    云l   

資  年L   

倍誤金  」＝1   

糎のの      の保貸・  ケ ヽ 〝  引  項証付  
立、、  

金粗   
融合  
七  九  旦      機員 一芸才の  〃＿」クモー→   

のた  
蚕め   
任の  
喜 L牢   を借  ク「〝甘  芳入 

入 毒毒  b＋〔L一   

が  る  
D 

ら   

たい  
畠  
′【ヽ   
昭 和  

題じれと域のそか！  
ほこ てほを苦れらノ   

論
町
民
の
声
で
も
あ
つ
た
。
 
 

ニ
熊
野
毛
筆
事
業
協
同
組
合
 
 

れ
で
解
決
し
た
の
で
ほ
な
く
、
小
学
校
に
於
け
る
習
字
警
の
完
全
実
施
（
警
課
程
の
改
訂
J
、
書
芸
育
の
前
進
に
伴
う
 
 

品
質
改
良
と
、
進
展
す
る
窒
が
要
請
す
る
毛
（
画
）
筆
墓
の
新
分
野
開
拓
等
、
問
題
ほ
山
積
し
て
い
る
が
、
こ
れ
ら
の
課
 
 

題
も
毛
筆
事
業
協
同
組
合
も
分
担
す
べ
き
で
あ
り
、
か
く
て
不
断
の
精
進
を
続
け
て
い
る
の
で
あ
る
。
 
 
 

に
見
ら
れ
た
こ
と
を
附
記
し
た
い
。
実
ほ
こ
う
し
た
こ
と
ほ
熊
野
商
毒
協
同
組
合
の
課
讐
も
雲
た
し
、
関
係
機
関
は
勿
 
 

月
、
商
工
業
協
同
組
合
ほ
バ
ト
ン
を
熊
野
毛
筆
事
業
協
同
組
合
に
渡
し
た
。
 
 

そ
し
て
現
在
に
至
つ
て
 
 

の
 
 

に
 
 

道
 
 

た
 
 

上
 
 
 

、
レ
 
 

0
 
 

1
 
 
1
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